
 

 
 

１ 概 要 

富山市の水道は、昭和９年に創設して以来、浄水場等の水道施設を整備するとともに、

その後も着実に整備を進め、令和５年度末の給水人口普及率は 99.0％となっています。そ

の水道水は、立山連峰をはじめとした、豊富な雪解け水や雨水を原水として、流杉浄水場

をはじめとする１６箇所の浄水場などでつくっており、自然の恵みを受けたおいしい水と

なっています。 

 水道は、生活に不可欠な水を安定的に供給する施設であり、安全な水道水を供給するこ

とで皆様の快適な生活を支えています。 

 

 
 

２ 水道の利用状況 

給水戸数は増加している一方、人口減少や節水機器等の普及に伴い、さらなる使用水量

の減少が見込まれることから料金収入は減少傾向にあります。また、水道施設や管路等を

維持管理する費用は、物価高騰等の影響により増加傾向にあり、今後の経営が厳しくなる

ことが予想されます。 

 こうしたことから市では、事業効率化や経費削減などに努め、持続可能な水道事業の運

営に取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

【令和５年度】 

 〇給水戸数：185,415 戸 

 〇年間使用水量：約 4,342 万㎥ 

 〇１戸１か月平均：使用水量 約 20 ㎥ (風呂 200L×100 回分) 

          水道料金 約 3,310 円 
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３ 老朽化・耐震化の状況 

 富山市の水道の管路延長は、約３,２００㎞です。水需要の増大に伴い昭和５８年（1983）

年以前に整備した基幹施設や配水幹線法定耐用年数（40 年）を超えています。 

法定耐用年数を超えた管路延長は令和５年度末で約６７７km、管路全体の２１.１％に当

たり、大規模地震等の発生に備えるためにも、耐震化を加速する必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設の⽼朽化・耐震化の状況
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布設年度別全⽔道管路延⻑（2023(R5)年度末）

全水道管路

累計延⻑

単年度延⻑[km] 累計延⻑[km]

1983年以前
(40年経過)

法定耐用年数 40 年経過する水道管 

令和５（2023）年度末：総延長の 21.1％（約 677 ㎞） 

 

このまま 20 年経過すると… 

令和 25（2043）年度末：総延長の 78.1％（約 2,506 ㎞） 

677 ㎞ 

3,207 ㎞ 
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 富山市の水道施設の耐震化率は、令和５年度末で配水幹線（口径が 350 ㎜以上の配水管）

が７３．０％、全水道管路が４４．２％です。令和６年能登半島地震に伴い北陸地方で発

生した大規模な断水では、市民生活や経済活動に甚大な被害が及んでおり、本市において

も震度５強を観測したことからも、近年の頻発する地震に対する備えとして耐震化が急務

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

４ 主な取組 

 

 

 

 

・配水幹線の耐震化率 2019年 59.2% 2023年 73.0% 2024年 77.6%
・全水道管路の耐震化率 （R元） 42.4% （R5） 44.2% （R6） 44.6%
・基幹施設の耐震化率 57.7% 57.7% [目標] 57.7%
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５ 水道施設の概要 

 
 

 
 

 

 

水源は、主に河川の表流水と地下水で

市内４５か所の浄水施設で水道水を作っています。

主な浄⽔施設 地域等 種別 １日平均配⽔量

流杉浄⽔場、⻄番水源地、新保水源地 富山地域、婦中地域
の一部

表流水（常願寺
川）、地下水 １０１，００４㎥/日

上大久保浄⽔場、大野浄⽔場 大沢野地域 地下水 ８，２４８㎥/日
上滝浄⽔場、善名浄⽔場、低区配水場 大山地域 地下水 ３，５３１㎥/日
下井田新浄⽔場、杉原配⽔場、保内水
源地、水谷配水池 八尾地域 地下水 ６，８４３㎥/日

速星浄⽔場、道場浄⽔場、東部浄⽔場、
上井沢浄⽔場、古里浄⽔場 婦中地域 地下水 １０，８４０㎥/日

その他の浄水施設 山田、細入地域等 伏流水、地下水、
湧水 ２，７５２㎥/日

計 １３３，２１８㎥/日

水道施設（浄水施設）

令和５年度末＜主な浄水施設＞
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６ 水道料金 

 
 

 

現在の料⾦体系（水道事業）
水道加入金水道料金

基本料金 従量料金

メーターの口径
(mm)

基本水量(㎥) 金額(円) 使用水量
単位(円)

(1㎥につき)

13

(なし）

440

メーターの
口径が20mm
以下のもの

10㎥までの分 66

20 440
10㎥を超え
20㎥までの分 121

25 660
20㎥を超え
30㎥までの分 143

30 660
30㎥を超え
50㎥までの分 154

40 660
50㎥を超え
100㎥までの分 165

50 2,200
100㎥を超え
500㎥までの分 176

75 2,200
500㎥を超え
1000㎥までの分 187

100 2,200
1000㎥を
超える分 192.5

150 5,500

メーターの
口径が25mm
以上のもの

10㎥までの分 66

200 5,500
10㎥を超え
20㎥までの分 154
20㎥を超え
30㎥までの分 165
30㎥を超え
50㎥までの分 176
50㎥を超え
100㎥までの分 209
100㎥を超え
500㎥までの分 220
500㎥を超え
1000㎥までの分 231
1000㎥を
超える分 236.5

水道加入金

口径(mm) 金額(円)

13 49,500 

20 82,500 

25 209,000 

30 385,000 

40 693,000 

50 1,188,000 

75 3,080,000 

100 6,050,000 

150 16,940,000 

200 管理者の定める額

（税込） （税込）

（参考）県内市の料⾦（R6.8現在）

区分 合計 ⽔道料金 下⽔道使用料
富山市 5,390円 1 2,310円 2 3,080円 1
滑川市 5,519円 2 1,927円 1 3,592円 8
⿊部市 5,636円 3 2,401円 3 3,235円 4
砺波市 6,325円 4 3,025円 4 3,300円 5
射⽔市 6,710円 5 3,520円 8 3,190円 3
魚津市 6,780円 6 3,170円 5 3,610円 9
高岡市 6,914円 7 3,438円 7 3,476円 7
南砺市 7,150円 8 3,190円 6 3,960円 10
小矢部市 7,205円 9 3,905円 9 3,300円 5
氷見市 7,919円 10 4,735円 10 3,184円 2
平均 7,194円 3,688円 3,506円

※⼀般家庭（⼝径20㎜で20㎥／⽉を使⽤した場合）における料⾦（税込）
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